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行政や地域団体の
活動サポート

地域課題に向き合う団体や個人の活動を紹介したり、
実験的な企画にいっしょにチャレンジする。まちの
活動も、おしゃべり食堂と共に成長し、活動の環が
広がっていきます。

食の場の広がり
食によって解決できることは実に幅広くあります。
地域の伝統食の継承や行事食、子どもの食育、障が
いや病気・介護への対応などさまざまな食の取り組
みに広がっていきます。

災害対応力の強化
(炊き出し、避難場所を知る、有事に助け合う関係）

日常的にまちの人が集まって食べることで、災害時
に声を掛け合ったり、炊き出し、避難所の運営など
がスムーズになります。有事に助け合えるまちの力
が育まれるのです。

空き家の活用による、
お店や居場所づくり

まちには空き家や空き店舗が年々増えています。お
しゃべり食堂から生まれる新しい活動で物件が再生・
活用されていくことで、まちに賑わいが生まれてい
きます。

子ども・若者の地域教育
の場を広げる

小中高校の総合的学習の時間との連携による訪問や
プロジェクト活動をつうじて、生徒さんたちが地域
と関わりながら学びあい成長する。若い力で関わる
人たちもまちもどんどん元気になっていきます。

児玉の森こども園幼保連携型
認定こども園

おしゃべり食堂で
人が集まって

おしゃべりすることで、
まちにいろんなことが
生まれて広がって
巡っていきます。

園の地域ネットワークと、
設備や人材などの

リソースを活用することで、
活動を継続

しやすくなります

おしゃべり食堂

いっしょに食べることで人がつながる。おしゃべりの中か
ら理想のまちの姿やこんなお店や場所がほしいなどのアイ
デアが湧いてきます。応援しあって実際にやってみること
で新たな活動が生まれて広がっていくのです。

保育施設を起点としたまちづくり 地域への広がり

地域活動の拡大

この場から
新たな活動が生まれる

New

保育施設は、長年にわたり子どもをつうじて地域の関係性を築いてきました。これを生かした食の場をつくる
ことによって、まちの人たちの新たなつながりや役割が生まれ、まちに必要なことは自分たちの手で作るとい
う意識が育っていきます。そして、活動はまちへと広がり、日々の暮らしをゆたかにし、災害などの有事には
助けとなっていきます。
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子どもの減少や施設の老朽化などにより、
全国各地の保育施設で統廃合が進んでいます。
小さなまちには保育施設は一つしかないことも多く、
保育施設がなくなると、子どもを育てる環境が
なくなってしまいます。
日本の地域には、それぞれ素晴らしい特徴があるにも関わらず、
依然として都市に人口が集中しており、
この傾向はより加速していくようにも見えます。
個性ゆたかな能力をもった子どもたちには、
自由度の高い環境や関わる人の多様性が必要です。
保育施設は、子どもを起点として、
親だけでなく祖父母も関わります。

また、給食の食材業者や農家、園を直す大工さんなど
地域の事業者や行政などたくさんの人とのつながりがあります。
保育施設の役割をまちに広げていくことで、
地域の子育て機能を維持しながら、
まちの人たちみんなで子どもをみまもり育てていくことで、
まちに活気とつながりが生まれます。

私たちは、児玉のおしゃべり食堂から、
さまざまな地域にこの取り組みが広がってほしいと考えています。

保育施設が
まちづくりを担う存在に
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わたしたちは、個人や団体、企業のみなさまと、

この活動をつうじて共によりよい社会をつくっていく"仲間"になれることを願っています。

内容や関わり方については、個別に意見交換しながら形にしていきたいと考えています。

お気軽にお問い合わせください。

＆サポート  パートナーシップ

みなさんの

　ご協力で

学ぶことも

子育てもサポートいただきたい内容

●活動資金の寄付
●物品や食材の提供
●人的なお手伝いや参加
●その他、独自の協賛プログラムなどによる支援

パートナーシップ型の協働の例

●教育機関の授業や課外活動
●学生や社会人のインターン
●学術機関の研究やフィールドワーク
●メディアでのご紹介
●企業の社会貢献、人材育成など

自分たちの地域でも取り組みたい方

●自治体のまちづくり
　 (新しい自治、インクルーシブまちづくりなどのテーマ)

●保育施設による子どもを中心としたまちづくり
●その他、食や子育てをテーマとした
　地域のプロジェクト企画・推進など

使い道

●おしゃべり食堂の運営
　(食材や備品の購入、その他経費)

●食農活動の資材や運営
●ここから新たに生まれる活動へのサポート

こどもまんなか応援サポーター宣言
わたしたちは、こどもたちが健やかで 幸せに成長できる社会を実現するという
こども家庭庁が提唱する「こどもまんなか宣言」の趣旨に賛同し、
2025 年 9月から「こどもまんなか応援サポーター」に参加します！
こどもたちの未来のことを常に考え、こどもたちが健やかで幸せに成長できる
社会を実現する取組みを推進していきます。

お問い合わせ

公式サイト：https://oshabely.net/
with@kodamakids.commail

事務局おしゃべり食堂
〒367-0212 埼玉県本庄市児玉町児玉 2448-1

公式サイト

0495-72-0551TEL 営業時間
10:00～17:00

LINE


